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新潟市総合計画審議会 第３回 第４部会 会議録 

日時：平成26年８月20日（水）15:00～

会場：市役所本館６階 第３委員会室   

事務局    本日はお忙しい中お集まりいただきまして，誠にありがとうございます。

定刻になりましたので，第３回第４部会を開催させていただきます。司会を

務めさせていただきます政策調整課，坂井と申します。どうぞよろしくお願

いいたします。

 当部会の会議につきましては公開することとし，記録の作成のために撮影

及び録音をさせていただきたいと思いますので，よろしくお願いします。な

お，取材のために報道機関が入る場合がございます。こちらのほうも併せて

ご承知おきいただきますよう，よろしくお願いします。

 本日の会議，ご欠席の委員はいらっしゃいません。全員ご出席ということ

で，会議が成立していますことをご報告いたします。

 配布資料の確認をさせていただきます。最初に本日の次第，続きまして，

資料１「第２回第４部会 意見概要及び事務局対応案」，参考資料１－１，「新

潟ニューフードバレー構想の取組みについて」，参考資料１－２としまして，

「６次産業化・農商工連携への一体的な支援について」，参考資料２，「P.106
図⑩－１ 本市の魅力の現状について」をお配りしています。こちらにつき

ましては，後ほど，事務局よりご説明をさせていただきます。加えまして，

本日の座席を示した会場図。政策⑩・⑪の「８年後の姿」を示しましたイラ

スト２枚をお配りさせていただいております。以上，不足ございましたら，

お知らせいただきますようお願いいたします。大丈夫でしょうか。

 それでは，五十嵐部会長，進行をよろしくお願いいたします。

五十嵐部会長 皆さん，こんにちは。暑いところありがとうございます。

 今日は政策の⑩と⑪，そして，基本構想の関わっているところを皆さまに

ご意見をいただきたいと思っております。

 それでは，最初に，「前回意見の集約」について，及び前回の部会において

資料提供を依頼しましたニューフードバレーについて，事務局からご説明を

お願いいたします。

事務局    それでは，まず，「前回意見の集約」についてご説明をします。資料１をご

覧ください。

 先回ご審議いただきました内容につきましては，政策⑨「雇用が生まれ活

力があふれる拠点」についてでした。前回同様，委員の皆さまからのご意見

をとりまとめて部会長に調整をとらせていただき，それに対する私どもの考
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え方，対応案を載せてございます。

 それでは，資料１の一番上段ですが，「魅力的な雇用の場」について，新潟

市が考えている産業などをもう少し具体的に表記することでイメージしやす

くしてはどうかというご意見でございますが，さまざまな方が働きがいをも

っていただけるような場を，「魅力的な雇用の場」ということで表したもので

ございまして，「８年後の姿」の中に「さまざまな方が働きがいをもてる」な

ど記載について検討したいと思っております。

 それから，２段目でございますが，これまでの「NIGATA SKY PROJECT」
などを具体的に記載することでよりわかりやすくなるのではないかというご

意見でございますが，具体の「NIGATA SKY PROJECT」という言葉という
ことよりも，航空機産業において，機械・金属関連産業の集積地であるなど

のポテンシャル等について表記をすることについて，検討をさせていただこ

うと思っております。

 それから，施策 27についてですが，４点ございました。食品関連産業全体
に波及することが考えられることから，ニューフードバレー構想については

「食品・医薬品」などといった文言を記載してはどうかというのが１点。そ

れから，地域資源を活かした観光産業について記載してはどうかというのが

２点目。それから，サービス業も含めた「本市の潜在力を活かした」といっ

た表現に修正してはどうかというのが３点目。４点目につきましては，ニュ

ーフードバレーをさらに推進するために，人づくりという観点から，市民一

人ひとりが農業や自然に親しむ機会を増やすという取り組みを実施してはど

うかというご意見を，頂戴してございます。

 そのうち，上の３点につきましては，施策 27の中に「成長産業を育成する
ことでさまざまな分野に経済効果を波及させ」というような記載の検討をさ

せていただこうと思っております。最後の４点目でございますが，施策８の

「自分の力に自信をもつ心豊かな子どもを育む学校教育の推進」の中に，学

校田とか，アグリパークを活用した教育ファームの点ですとか，食と農を通

じた地域づくりなどを中心に既に記載をさせていただいているところでござ

います。具体的な農業や自然に親しむ機会の創出などについては，実施計画

などで定めていきたいと考えておりまして，文言の修正はしないこととさせ

ていただこうと思っております。

 それから，施策 28 についてですが，「現状と課題」記載のグラフの，流出
超過の改善を図るためには「マンガ・アニメ」関連産業など，新たな領域開

拓が必要であるということと，高等教育の強みを活かして市と連携をするこ

とというようなご指摘をいただいております。ここにつきましても，施策 28
のところで，「産学官連携などによる新産業の創出に努め，雇用の場の安定を
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図ります」といったような記載を考えたいと思います。

 それから，施策 28の２点目でございますが，創業支援が雇用の場の安定に
結び付くことについて，もう少しわかりやすくということでございました。

ここにつきましても，記載を「新たに事業を行う起業家や創業者を支援する

ことで創業しやすく，その後の安定的な経営が継続できる環境づくりを一体

的に取り組むことで，雇用の創出を図ります」というような記載をさせてい

ただこうと思っております。

 最後でございますが，「10次産業」という発言が市長のほうからもございま
した。素案も連動させながら，「６次産業または 10 次産業」と記載してはど
うかというご意見を賜ってございます。ここにつきましては，他のところで

も「10 次産業」という言葉に注釈を付けて記載すべきというご意見を頂戴し
ております。最近，観光と環境部門を加えて，12 次産業という言葉も出てお
りますので，その辺は全体の構成の中で記載のほうを検討させていただこう

と考えております。

 前回意見の集約は以上でございます。引き続き，ニューフードバレーの取

り組みについて，ご説明させていただきます。お手元の参考資料の１－１と

１－２をご覧ください。

 まず，右肩に参考資料１－１と書いてあるペーパーでございます。まずそ

の左上でございますが，新潟ニューフードバレー構想の目指す姿としては，

農業を含めた食産業全体が連携し，成長産業として一体となって発展してい

くという姿を目指しているものでございます。その実現に向けて，現在６つ

の戦略に基づき取組みを推進しており，目指す姿の下に記載をしているとお

りでございます。具体的には，平成 26年度の取り組みが右側に書いてござい
ます。農産物の付加価値の向上や，規模拡大への支援，加工用米，米粉用米

の地域内の利用促進を支援する農商工連携や６次産業化，ニューフードバレ

ー及びフードデザインの情報発信を行う「フードデザインの普及・実践」，市

内の農産物輸出促進などを行う「新潟ブランドの構築・情報発信」，学校給食

残渣の飼料化を進める「食品のリサイクルの推進」，産学官連携による「高度

な技術研究・人材育成」，「食産業の集積・創業」など，６つの戦略により推

進していくところでございます。

 次に，参考資料の１－２をご覧ください。各施設につきまして，左上の食

と花の交流センターから時計回りに説明をさせていただきます。

 本市のこだわりの農産物を市内外へＰＲする食と花の交流センターや，６

次産業化に向けたサポートをする農業活性化研究センター，加工技術の指導，

新商品開発を行う食品加工支援センター，また，中山間地など全県を対象と

した基礎的な試験研究や高度な加工技術相談を行う新潟県農業総合研究所，
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マーケティング分野の支援を行うＩ．Ｐ．Ｃ公益財団法人新潟市産業振興財

団など，各施設が連携し，生産，加工，販売を一体的に支援するものです。

 新潟県農業総合研究所と，新潟市の農業活性化研究センターや食品加工支

援センターとの違いにつきましては，県の施設は主に全県を対象とした基礎

的な研究を行うのに対しまして，市の施設は，地域課題の解決や市の政策的

な課題など，農家の皆さんに直接接する施設として，土壌分析などのサービ

スや，農家の皆さまにすぐ役立ててもらえるような試験研究を行うという違

いがございます。具体的には農業者の新規事業展開である６次産業化や，農

商工連携の支援も業務としており，県の研究所では実施をしていないという

ことでございます。

 以上，前回の審議会の部会におきましてご指摘ありました，ニューフード

バレーについてご説明させていただきました。私からは以上です。

五十嵐部会長 ありがとうございました。事務局からのご説明について，ご質問，ご意見

ございましたら，お願いいたします。はい，どうぞ。

木山委員  ニューフードバレー構想の段階から，外部の組織，例えばコンサルタント

などを入れて検討をしているのか，してないのかを教えてください。それと，

今後，外部の組織なども入れながら検討していくのかについて教えてくださ

い。以上です。

五十嵐部会長 いかがでしょうか。

事務局    ニューフードバレーの構想に実際取り組み始めてから，産業支援機関であ

るＩ．Ｐ．Ｃ財団に委嘱のコーディネーターを財団のほうで雇用をしていた

だいておりますし，それから，農業活性化研究センターとＩ．Ｐ．Ｃ財団を

つなぐという意味で，これもＩ．Ｐ．Ｃ財団，国の産業支援機関のほうで人

を雇用して，農業の皆さまにセミナーを行ったり，いろいろな相談業務を行

っています。純粋に民間の機関の方に委託をしていませんが，そういった食

と花や農の専門家，アドバイザー，コーディネーターの方を雇って，産業振

興を進めているということでございます。

木山委員  ありがとうございました。

五十嵐部会長 他にございませんでしょうか。

 では，前回，皆さまからご意見いただいたものについては，１つを除いて，

いろいろと検討して文言修正や追加していくということで，今後，具体的に

修正していただくということでございますので，よろしいでしょうか。

 では，本日の審議事項に入っていきたいと思います。政策の⑩番「魅力を

活かした交流拠点」です。まず，審議の前に，事務局より本日審議いただく

素案の内容について訂正の連絡がございます。よろしくお願いします。

事務局    それでは，素案の訂正についてお知らせをします。本日ご審議いただく素
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案の 106 ページをお開きいただけますでしょうか。106 ページに記載の図の
⑩－１，「本市の魅力の現状」という円グラフが載ってございます。こちらの

図につきましては，県外にお住いの新潟市サポーターにアンケートをしたも

ので，新潟市の魅力や改善すべきことについて調査をしたものでございます。

 この図に関しましては，素案の 85ページにも同じ図が記載をしてございま
す。85 ページの記載の部分につきましては，第３部会の審議範囲に当たって
おりまして，ご審議の際に出ましたご意見の中で，このアンケートについて

はアンケートの数が少なくて，これを基に施策の検討をしてもいいのでしょ

うかという疑問が呈されました。

 ここでお配りしました参考資料の２，図の⑩－１，本市の魅力についてを

ご覧ください。部会で出ましたご意見に対しまして，私どもとしては，アン

ケート結果の他に，参考資料の２に記載してございます市政世論調査の結果

を加え，市内外から認識が一致しているというようなことで，資料の追加を

したいと考えております。

 つきましては，本日の審議内容の 106 ページにつきましても，市政世論調
査の結果を踏まえた表現に修正したいと考えております。

 それから，２点目でございますが，諮問案の 109ページ，「現状と課題」の
３つ目の白丸でございます。本市の外国人宿泊者の文章がございます。こち

らは表記の訂正をお願いしたいと思います。文中にいくつか「年度」と記載

がございますが，統計が「年度」ではなくて，暦年でございましたので，「年

度」という表記を「年」に修正をさせていただきたいと思います。

平成 20 年度や 21 年度とありますが，これは今ほど申しました 20 年，21
年ということになります。数値自体，変更はございませんので，ご訂正のほ

どよろしくお願いを申し上げます。以上でございます。

五十嵐部会長 ありがとうございました。確認なのですが，記載の円グラフは残しておい

て，参考資料２を追加するということですね。

事務局    はい，そういうことになります。

五十嵐部会長 よろしいでしょうか。県外にいるサポーターの人も，それから，新潟にい

る人たちも同じような傾向にあるという，そういう，母数が少ない，こっち

は母数が結構多いので，合わせてどちらもという，そういう内容に今度は文

章も変えていかれるということですね。

 それでは，本日の審議に入ります。では，政策⑩から，「魅力を活かした交

流拠点」です。ご説明お願いいたします。

観光・国際交流部長 観光・国際交流部長の石塚でございます。皆さんの後ろからで申し

訳ございませんが，こちらからご説明をいたします。

 ３つの都市像のうち，本部会でご審議いただきます都市像Ⅲ「日本海拠点
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の活力を世界とつなぐ，創造交流都市」のうち，政策⑩「魅力を活かした交

流拠点」について説明をいたします。素案の 105ページをご覧ください。
 政策⑩「魅力を活かした交流拠点」で，市民の皆さまと共有する将来イメ

ージ，「８年後の姿」でございます。食と花や自然，文化・スポーツなど本市

の魅力を発揮し，人，物など多様な交流が盛んに行われ，市内経済が活性化

しているという姿です。

 次の３点で具体的な内容を示しております。「食と花，文化・スポーツなど

新潟の魅力と優れた拠点性を活かして，広域的に交流人口が拡大し，まちが

活性化しています。」「本市のアイデンティティの１つである「水と土」から

新たな魅力が創出されています。」「多くの若者が知見を交換し合いにぎわう

創造的な場が創出されています。」

 次に，「８年後の姿」を実現する上で，本市が置かれております「現状と課

題」についてです。定住人口が減少するなか，まちの活力を維持していくた

め，交流人口を増やすということの重要さがさらに高まっています。

 次の記述につきましては，次の 106ページ，図の⑩－１，「本市の魅力の現
状」をご覧いただきたいと思います。県外在住の新潟市を知る人に実施した

アンケートでは，本市の魅力について，「食」と回答している人が最も多く，

また，「新潟市が改善すべきこと」について，「魅力の発信」と回答している

人が最も多くなっています。こちらにつきましては，今ほど事務局からご紹

介がありましたとおり，この調査結果の他に市政世論調査の結果を加えまし

て，表現を再度検討いたします。

105ページにお戻りいただきます。「現状と課題」，３つ目の白丸です。2020
年に開催される東京オリンピック・パラリンピックに向けて，スポーツへの

関心が高まることが期待されるなか，新潟シティマラソンなど，本市の特色

を活かしたスポーツイベントを通じた交流人口の拡大が重要です。

 コメを中心とした本市が誇る食文化を世界に発信するため，日本初の「ユ

ネスコ創造都市ネットワーク（ガストロノミー分野）」の認定に向けた取り組

みを推進しています。

 継続的に交流人口を拡大していくためには，国内外からの一般観光誘客に

加え，コンベンションや文化・スポーツイベントなど，ＭＩＣＥの誘致を促

進し，来訪者に本市の魅力を知ってもらい再訪につなげていくことが必要で

す。

 次の記述も図をご参照いただきます。107 ページ，図の⑩－２，「本市の観
光入込客数」，及び図の⑩－３，「本市の延べ宿泊者数」をご覧ください。

 本市の観光入込客数及び延べ宿泊者数は年々増加傾向にありますが，さら

なる交流人口の拡大に向け，まちに人を引きつける新たな魅力，創造的な場
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をつくり出していくことも必要です。

 こうした「現状と課題」を踏まえまして，冒頭に説明いたしました「８年

後の姿」を実現するための施策として，108 ページでございますが，施策の
29，30，31を記載しております。
 はじめに，施策 29「食と花の魅力の向上」です。食育，花育，農業体験な
ど，「食と花の新潟」を支える基盤づくりを促進し魅力の向上を図るとともに，

本市が誇る食文化を世界に発信する「食文化創造都市」の推進など，国内外

へのアピールを強化し，交流人口の拡大や農水産業など，食と花を取り巻く

さまざまな産業の振興につなげていきます。

 次に，施策 30「独自の魅力を活かした交流促進」です。これまで育み守っ
てきた自然環境や，歴史，文化をはじめとする地域の資源は，さらに磨きを

かけ他都市との比較優位を把握し戦略的に伸ばし，まちの魅力を高めること

に活用するとともに，魅力の発進を強化し，交流人口の拡大を図ります。

 次に，施策 31「優れた拠点性を活かした広域的な交流人口の拡大」です。
高速交通基盤など，充実した社会インフラを活用し，国内はもとより，北東

アジアや東南アジアをはじめとする海外からの誘客を広域連携により促進す

るとともに，アフターコンベンションの充実など来訪者を受け入れる環境を

さらに整備し，コンベンションや文化・スポーツイベントなど，ＭＩＣＥの

誘致を促進し，交流人口の拡大を図ります。

 以上で，政策⑩「魅力を活かした交流拠点」の説明を終わらせていただき

ます。

五十嵐部会長 ありがとうございました。続きまして，事務局から資料の説明をお願いい

たします。

事務局    私のほうからイラストのほうのご説明を簡単にさせていただきたいと思い

ます。１枚目の政策⑩のイラストになります。

 こちら，新潟市を魅力がたくさん詰まった宝箱みたいな形に見立てまして，

その蓋を開けるとたくさん多種多様な魅力があふれ出て，そこに市内外や国

外の人々がひきつけられている様子，これをまず表現しております。加えま

して，人々とまちをつなぐ飛行機，新幹線，バスなどといった公共交通イン

フラが整っているという様子をイメージしたものでございます。皆さんに８

年後の姿をイメージしていただくためにご用意したものでございます。審議

の参考にしていただければと存じます。以上でございます。

五十嵐部会長 ありがとうございました。それでは，政策⑩につきまして，ご意見，ご質

問等をいただきたいと思いますが，いかがでしょうか。はい，どうぞ。

山崎委員  交流人口のことについてお尋ねします。お盆前の新潟日報に 2010年に交流
人口の集計資料が変わり，スポーツイベントの観客数も交流人口の中に含め
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るという記事がありました。我々素人が想像する交流人口というのは市外と

か県外から来た方々を想定するのですが，数字の上では，市内の人がビッグ

スワンに行く，県立野球場に行くという数字もこの中に含まれているという

ようなことが，新聞に書いてあったと記憶しています。そうしますと，我々

の考えている交流人口とは違う意味でかさ上げになっているような気がいた

します。手前みそな言い方に。勝手に交流人口の中に入れているということ

で，現実は新潟市の市内の人が行ったり来たりしている数字のほうが圧倒的

に多いような気がします。その辺の交流人口の考え方について聞かせていた

だければ。

五十嵐部会長 お願いします。

観光・国際交流部長 ありがとうございます。図の⑩－２で，本市の観光入込客数をお示

しておりますが，今ほどおっしゃるとおり，さまざまな施設やイベント，一

定の条件を満たすイベントや施設の入館者，入場者数を確かに積み上げたも

のでございますので，純粋に市内・市外という区分けはございませんが，相

対的にそうしたところにおいでになる方々の一定の数は県内・県外のお客様，

市内の場合はほぼ固まっておりますので，そのように考えて，なかなか今，

市外・県外からのお客さまを実体的に把握する他のすべがないものですから，

観光客の入込数を実質的に使っているのが実態でございます。

山崎委員  我々が想像する交流人口と，今後，出てくる数字とはだいぶかけ離れたも

のになるのではないかなと思います。それはそれでいいのですが，やはりあ

る程度，新潟市独自の集計の仕方がないと，単なるかさ上げになり，市内の

人が行ったり来たりしているから，新潟市は交流人口がたくさん拡大しまし

たというのは，現実とは合わないものになるような気がいたします。その辺

の今後の交流人口の集計のとり方をもうちょっと考える必要があるのではな

いかなという気がしますが，その辺はいかがでしょうか。

観光・国際交流部長 次の政策⑪の 111 ページのところになりますが，外国人の宿泊者数
に関しては，20 年以降，新潟市独自の数字が得られるようになりました。そ
れ以前は残念ながら県内の数字しかございませんでした。確かにおっしゃる

とおり，数字的な，統計的なデータは，非常に大事なものでございます。数

字の考え方については勉強させて，検討させていただきたいと思います。あ

りがとうございます。

五十嵐部会長 ありがとうございます。なかなか難しいですよね，こういうのは。

 はい，真島委員。

真島委員  施策 31の外国からの誘客による交流人口の拡大についてです。今回示され
た資料の 111 ページの図⑪－３を見させていただいてのことでありますが，
平成 20年から 24年までの外国人宿泊者数は，平成 20年が 5万人，平成 24
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年では 3万人，それで，今日のニュースで報道されておりましたが，平成 25
年の宿泊者数が 2万 7，651人と発表されました。平成 20年から 2万人以上
減少をしているということになっておりますが，恐らく日韓関係の冷え込み

とか，いろんな政治的な要素もあるのだろうと思います。一方，新潟県の場

合，平成 21年が 7万人で，これも朝のニュースの報道ですが，平成 25年が
9万3，757人ということで，34パーセント程度増加しているわけであります。
これまで外国人の誘致を強力に進めようという決意で来られたと思うのです

が，結果は大きく減少したわけであります。これについてコメントできるこ

とがあれば，お聞かせをいただきたいと思います。

 それから，もう１点，これも施策 31 で，「海外からの誘客を広域連携によ
り促進する」とありますが，この広域連携ということについて，ご説明いた

だければと思います。よろしくお願いします。

五十嵐部会長 では，海外からの誘客について，そしてもう１点が広域連携についてとい

うことでございます。よろしくお願いします。

観光・国際交流部長 おっしゃるとおり，非常に数字が落ちておりますのは，リーマンシ

ョック，国際的な景気の冷え込みで落ちたのが実態でございます。その後も

日本では東日本大震災などがありまして，なかなか伸びきっていないところ

でございますが，先般，日本の外国人訪問者数が 1，000万を超えたとか，今
後，次第に東南アジア等，新興国の来訪者の数も見込まれますし，伸びてい

くだろうということが考えられます。

 ここではちょっと示せなかったんですが，平成 25年に 3万 8，000人と少
し上り調子になっておりますので，そうした状況かなというふうに思ってお

ります。

 それから，広域的な連携ということで，海外の方が来たときには，新潟市

だけを訪問するということはなかなか。せっかく来た日本ですので，その辺

り，新潟市の他に喜多方や会津若松，高崎など，いろんな都市と連携をして，

おかげさまで新潟市が非常に交通の拠点性が高いものですから，そうした連

携した都市とともに商品をつくり，連携していこうということで，「広域的な」

ということで考えております。

真島委員  県の外国人宿泊者数が伸びたということは，スキー客ですかね。香港，台

湾，オーストラリアからのスキー客が伸びたということかと思います。そう

すると，今後，新潟市が何をメーンにして外国人の誘客を受け入れるかとい

う一つに，やはり米どころでありますので，和食，日本食，こういったもの

をもう少し研究をして，外国人に魅力のある新潟市にしていったらどうかと，

一つ要望としてお願いしたいと思います。

五十嵐部会長 ありがとうございました。豊岡委員，どうぞ。
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豊岡委員  豊岡でございます。よろしくお願いします。２点ありますが，まず１点目，

105 ページの 2020 年の東京オリンピックという文章があります。その中で，
「新潟シティマラソンなど本市の特色を活かしたスポーツイベント」と，あ

えて新潟シティマラソンというくくりがあるわけですので，ここについて，

「交流人口の拡大が重要です」と言いたい。お尋ねをしたいのですが，今，

フルマラソンのタイムリミットを 5時間にしているわけですが，これを 30分
でもいいから延長することができないのか。それによって，参加者数も当然

増えてくると思いますし，交流人口の拡大に繋がると思います。

 また今回，種目によっては１週間ほどで打ち切っているわけですよね。も

う少し参加者数を増やすことができないのかと。東京はもちろん，大阪，京

都でも７時間というものをやっているわけです。私も実は，このぐらいにな

ってくると，なかなか５時間で入ってくるというのは非常に厳しくなってき

ているものですから，少しでも時間を延ばしていただきたいということがま

た，参加者数も増えて，交流人口の拡大がなお希望的になってくるのかなと

思います。

 それともう１点，108 ページ施策 30 の文言の中で，後のほうに，「まちの
魅力を高めることに活用するとともに」とありまして，これは「独自の魅力

を活かした交流促進」という項目になっているわけなので，この後に「ニュ

ーフードバレーの形成による魅力の発信を強化し，交流人口の拡大を図りま

す」と。せっかく我々の部会でニューフードバレーについて審議しているわ

けですから，施策 30の中にも入れていっていただければ，なおベターなのか
なということでございます。以上でございます。

五十嵐部会長 ありがとうございました。最初のシティマラソンに関しては，この基本計

画の中でというよりも，具体的な実施の段階で考えていただければいいかな

と思っておりますが，後半のまちの魅力というところにニューフードバレー

について文言を入れたらどうかというご意見ですが，事務局のほう，よろし

くお願いします。

事務局    先ほどの前回の意見集約の 10次産業のところでお話をしましたが，実はそ
こに環境というものと観光というものを入れて 12次にしたいということも最
近言われております。今のご指摘の点も含めて，少し文言は検討させていた

だこうと思います。

五十嵐部会長 ありがとうございます。はい。豊岡委員。

豊岡委員  新潟マラソンのことについて，市の文化スポーツのほうとして，どういう

お考えなのか，できれば，こことは別としてお尋ねしたいなと思います。

五十嵐部会長 どなたかお答えできる方いらっしゃいますか。

文化スポーツ部長 文化スポーツ部長の長井と申します。
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 ただ今，お話しいただいたシティマラソンの時間延長の件ですが，我々と

してもできるだけ多くの方からご参加いただけるように，そして，多くの方

から完走してゴールしていただけるようにと，前々から時間延長については

警察のほうとも協議をしているのですが，やはり交通を止めるということに

なりますと，苦情が殺到するということもありまして，警察のほうで今のコ

ースの中身ではちょっと時間延長は認められないという形になっております。

実際に１度，オープニング開催として，本当にまちなか，大勢の方が両脇に

立って非常に明るい雰囲気の中で開催させていただいたのですが，実態とし

てはやはり苦情が殺到して，翌年以降，コースを変更せざるを得なかったと

いう状況もあります。シティマラソンに参加していただく分には非常にあり

がたいのですが，そうでない，参加されない方々にとっては非常に迷惑な部

分もやはり出てきているということもありまして，我々としては来年あたり

からコースの抜本的な見直しも含めて，時間延長についてもさらに可能性と

いいますか，実施できないかどうかについては，また警察のほうと協議を進

めていきたいと考えております。

五十嵐部会長 ありがとうございました。はい。小田委員。

小田委員  お願いいたします。政策⑩の「８年後の姿」，黒点の２つ目，「アイデンテ

ィティの一つである『水と土』から新たな魅力が創出されています」。この「水

と土」は，もちろん豊かな水の信濃川と阿賀野川，そしてそれが醸し出す豊

穣の大地を指すものであるということはわかりますが，「水と土」と聞くと，

水と土の芸術祭を連想してしまいますが，これとの関連性がありましたら，

お聞かせいただきたいというのが１点ございます。

 それから，「現状と課題」の４つ目の白丸に記載の，日本初のユネスコ創造

都市ネットワーク，これの認定に向けた積極的な動きと，施策 29の「食文化
創造都市」の関連であります。新たな食文化の創造のところに，もう少しわ

かりやすい文化，表現を挿入できたら，真島委員が先ほど発言されましたよ

うに，和食の意味も含めたり，もう少し具体的な食文化に対する文言を加え

るべきでないかなと思います。特にユネスコ創造都市ネットワークについて

は，ある報道社から取材を受けたことがあります。非常に実施については研

究，加えていかなければならない点も多々あろうと思っております。もう少

し具体的なことをお聞かせ願えればと思います。

五十嵐部会長 ありがとうございました。よろしくお願いします。

観光・国際交流部長 ご指摘いただいた「水と土」の関係ですが，おっしゃるとおり水に

関しましては，２つの大河，その他，今年から光を当てております潟など，

非常に水に恵まれており，またそこと土との関係で，農業の面においては悪

田が美田に変わったというような水とのたたかい，土とのたたかいがあった



- 12 -

という背景から，新たな魅力が加わり，いろんな文化であったり，農作物が

生まれていると。それに光を当てながら，多くの方に「水と土」にもう一度

目を向けてもらいたいということで，芸術祭を一つの切り口として一定の期

間のイベントをやっておりますが，このアイデンティティの一つである水土

に関しましては，芸術祭のみならず，新潟のもともとの持っている魅力の一

つだということで，少し幅広く考えております。

小田委員  全国では，ストレートに川を交流の拠点，川を魅力のメーンに挙げて施策

をとっている市町村や地域がたくさんございます。いずれも相当の効果を現

しております。８年後の私たちの姿も，むしろ日本一長い信濃川，それから，

日本一流量の多い阿賀野川という，もう少しストレート性を出したほうが，

受けがよろしいのでないかなという気がしております。以上です。

五十嵐部会長 ありがとうございました。ユネスコに行く前に，木山さん。

木山委員  本市のアイデンティティの一つである水土と書いてありますけど，では，

他のアイデンティティは何か，最初にお聞きしたいと思います。

 私は「水と土」という連想よりも，やっぱり港とか川をイメージします。

新潟市という部分を考えたときには，広域になったので，「水と土」という表

現が何となくふさわしいのかもしれませんが，もう少し具体的な名前を書い

ていただくといいのかなと思います。質問としては，他のアイデンティティ

とは何かお聞かせください。

五十嵐部会長 アイデンティティについて，お願いします。

地域・魅力創造部長 地域・魅力創造部長の加藤と申します。よろしくお願いします。

 アイデンティティといったときに，わかりやすさというふうに日本語に訳

す場合があります。なかなか訳しにくい言葉の一つかと思いますが，では，

新潟の他の地域の人にとって，あるいは新潟市にお住いの方にとって，新潟

を象徴するもの，わかりやすさといったときには，それぞれ思いの違う方が

たくさんいらっしゃると思います。木山委員がおっしゃったように，港を中

心とした古くからの湊町文化も実は新潟のアイデンティティだろうと思って

おりますし，あるいは地理的・経済的なことを申し上げれば，国際港湾のよ

うな，また新潟空港といった，その拠点性といったものも，私どもアイデン

ティティとして売り出したいものであると思っています。

 また，最近では大農業都市ということで，農業関係での国家戦略特区の指

定をいただいています。これだけ大きな農業力を持つ都市というのも，やは

りアイデンティティの一つだろうと思っています。そして，それらを生み出

した「水と土」の文化・歴史，そのうちの一つだろうと思っておりまして，

これをたくさん挙げていきますと切りがないという中で，ここでは魅力を活

かした交流拠点の中の一つの項目として，「水と土」をアイデンティティの一
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つとして挙げさせていただいております。ここにいくつか挙げるのも方法だ

と思いますが，今は交流を進めるに当たって，魅力をさらに増していきたい

ということの例の一つというふうに捉えていただけたらと思います。

木山委員  私はまだ違和感があります。アイデンティティの一つである「水と土」と

いう表現と，今の加藤部長の説明はちょっと齟齬があるかなという感じがし

ます。「水と土」というファンダメンタルな部分があって，そこからいろいろ

なものが成り立っていますよというのがアイデンティティになっているとい

う表現ですので，多分その一つではなくて，もともとアイデンティティは「水

と土」なのかなと思います。私はこだわるなら一つであるかどうかという点

かなという感じがしています。もともと新潟の持っているファンダメンタル

な部分のアイデンティティであるというところの表現にしていただければ，

何となく理解できるかなと思います。

地域・魅力創造部長 ごもっともだと思います。私が今申し上げたさまざまなアイデンテ

ィティをつくり上げるその基礎となったものということであれば，まさにそ

のとおりだと思いますので，表現については，検討の上で直させていただく

かもしれません。ありがとうございました。

五十嵐部会長 もう１つユネスコについてお願いします。

参事（地域・魅力創造部） ユネスコについてお答えをいたします。今，アイデンティテ

ィの話がありましたが，新潟の食文化は，アイデンティティの一つ，そして

キラーカードということで，ユネスコの認定をする，しないにかかわらず，

食文化でまちを創造しようというのが新潟の一つの施策にはなっています。

 ユネスコの創造都市ネットワークという制度がありまして，例えば映画で

すとか，あるいはデザインとか，７つの分野で優れた創造的な取り組みをし

ている都市を認定するということで，新潟は今私が申し上げたように，食文

化の分野で申請をしているところでございます。

 食文化というのは非常に間口が広くて，基本的にはコメを中心とした食文

化という，そこから派生するいろいろなものを，幅広に申請書にも記載した

ところでございますが，新潟の郷土料理と言えば，委員ご指摘のように和食

そのものでございます。新潟の和食というものも申請書の中には色濃く打ち

出したところであります。和食とか，あるいは湊町文化が育んだ都市空間，

しつらいも含めたものも文化ですし，その辺，説明を加えたほうがいいとい

う委員のご指摘もありましたので，検討させていただきたいと思っておりま

す。

五十嵐部会長 ありがとうございました。では，今井委員。

今井委員  今井でございます。この施策⑩の部分はまさしくここに書いてあるように，

魅力を発信するということで，あとは，仕掛けをどういうふうにするかとい
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うところだと思うのですが，まず，私，同友会の代表として出させていただ

いていますので，同友会的に言いますと，１つはＭＩＣＥについてです。８

月７日に国際見本市の要望書を市に出させていただいたのですが，万代島に，

今の朱鷺メッセ，もう少し大きくした中で，大きなコンベンション等を呼ん

で，もっと活性化していこうということを提案させていただいているところ

ですので，ぜひこの辺，ここに書いてくれとは言いませんけど，ぜひ進めて

いっていただきたい。

 それと仕掛けという意味で，まだ提言はしていないのですが，準備してい

ることで，2030 年の冬季オリンピックを，現在札幌が 2026 年に手を挙げて
いますが，札幌と長野にできて新潟でできないことはないと思います。ぜひ

新潟に持ってくる動きをすべきではないかということで，どういうアピール

を世界に向けてやっていくかということがやはり大きいと思いますので，こ

の辺，これも今から書けというのは難しいですが，ぜひそういう仕掛けをど

んどんやっていく姿勢を出していただきたい。

 それと，同友会とは別ですが，ユネスコについて市役所の正面のところを

見ましても，それから，この間の未来ビジョンシンポジウムパンフレットを

見ましても，柳都振興がまちを歩いているというものが必ず最近，市のアピ

ールするところに出ています。ただ，一方で県外の方が来られても，新潟で

そういったものになかなか触れる機会がない。食はどこへ行っても食べられ

ますが。そういった意味で，みんなでこれが新潟の一つの文化なんだという

ことから言いますと，もっとはっきり打ち出していってもいいのではないか

と。金沢はあれだけまちを整え，補助をし，それを一つの大きな売り物にし

ていきました。ぜひ新潟もそれなりの素養がありますので，市としてここら

辺を売り物にして。実はこれ全部読みましても，花街という言葉がこの全体

の中で１カ所，ポンと書いてあるだけなのです。その辺，ここかどうかは別

にしても，打ち出してもいいような時期なのではないかなと思っています。

以上です。

五十嵐部会長 よろしくお願いします。

観光・国際交流部長 花街，柳都さんも本当に新潟の観光資源で，本当に重要なファクタ

ーでございますので，ご意見として承りたいと思います。ありがとうござい

ます。

五十嵐部会長 池主委員。

池主委員  池主でございます。私，新潟市のシティプロモーション推進協議会の委員

を務めさせていただいておりまして，その協議会の中でやはりこの総合計画

が話題になりましたので，その中で出てきた感想とか意見とか，ちょっと代

表してお伝えできればなというふうに思います。
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 まず，少子高齢化というのは全国的なものですが，その中で交流人口を拡

大していくことは重要であるということ，それから，その交流人口を拡大し

ていく中で，本市の特徴である食と花と湊町というテーマを活かして，集中

的に取り組むことが必要ではないかという意見。先ほど，今井委員がおっし

ゃっていたように，ＭＩＣＥの誘致というのも非常に重要視しておりまして，

その中でやっぱりアフターコンベンションの充実というのは，本当にこれは

市民の中の意識を醸成していかないとなかなか充実するものではありません

ので，先ほどおっしゃったようなやっぱり柳都の活用ですとか，そういった

ことを市としてもどんどんアピールをしていっていただいたほうがいいので

はないかと個人的にも思います。

 それから，いろいろな地域資源を磨き上げるということに加えまして，そ

ういった人材の育成ということと，あと，市内外の情報発信を強化していく

必要があるのは当然だと思います。この素案の中にも魅力の発信ですとか，

世界に発信ですとか，そういう重要発信が必要だということはたくさん出て

きますし。そして，やはりこのアンケートの中にある，改善すべきことが魅

力の発信であるということで，そういう発信力がないということは常々言わ

れていることでもあり，これからの課題になるわけなのですが，そういう情

報発信が必要だという中で，今現在，どういうふうにその魅力を発信してい

くかということについて，市の考え，方策というものがあれば，個人的に教

えていただきたいなと思います。

五十嵐部会長 ありがとうございます。情報発信についてですね。

観光・国際交流部長 ありがとうございます。情報発信の一つのまたツールとして，例え

ばこのたびのユネスコ創造都市ネットワークに手を挙げようというようなこ

とで，官民挙げてのいろんな働き掛けをするとか，もしユネスコというブラ

ンドをいただいた暁には，そのブランドを通じて，世界各国にも新潟がアピ

ールできるのではないかと思っております。そして新潟市民自身が少し宣伝

下手というふうに言われているところがありますので，そうした外からの気

づきをいただきながらも，魅力をまた再発見して発信していくということが

大事だと思っております。

 また，やはり東京オリンピックに向けまして，新潟の魅力を皆さんからも

発信していただくため，いろんな機会を捉えてそうした魅力の発信に努めて

まいりたいと思いますが，ちょっと具体的な方策として，もし皆さんのほう

からも何かここでこれという方策があれば伺いたいと思います。

五十嵐部会長 この政策⑩に関しては，まだ他にございますでしょうか。小田委員。

小田委員  先ほどに少し関連しますが，意外と市のメンバーの方，少し関心が薄い面

があるのですが，実は今，南区を拠点にいたしまして，ＪＩＣＡ（ジャイカ）
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の農業研修のメンバーが今盛んにさまざまなところを訪問しております。そ

れは飢餓撲滅プロジェクトの６年目の今年，事業なのですが，新潟市が今ま

で構築いたしました優れた農業技術及び農業の基盤，これをどこか，特にこ

のコメを中心としたところでの続きで結構なのですが，そういう技術や，そ

れから基盤の確立というものを，世界のさまざまなところに伝授する，ＰＲ

をする，広めるという交流も，新潟市が本来，政令市であるがゆえに果たす

役割の大きな課題だろうと思っております。

 それで，私の家も今晩からのホームステイでルワンダからの技術屋を受け

入れますが，非常に日本と逆に食料を求めている皆さん方のエリアとでは，

ものの考え方，組み立て方が 180 度変わります。そういたしますと，新潟市
という一つの食の文化の中だけで新潟市の農業を見ることも大事ではありま

すが，もう一面，亀田の佐野先生が力を発揮されたように，世界に私たちの

ベースを，それから，力を広めていくということも，「８年後の姿」の重要な

ことになるのではないかと思います。

 それで，コメを中心とした本市が誇る食文化やさまざまな農業技術，基盤

の整備などについて，ユネスコはこれでいいのですが，世界に広める姿も「８

年後の姿」として大事なことになろうかと思いますので，検討をお願いした

いと思います。

五十嵐部会長 ありがとうございました。木山委員。

木山委員  ありがとうございます。先ほどの本市の観光客の件についてです。課題の

ところでオリンピックなり，あとは食のユネスコ創造都市というのが今後起

こりそうだという，この辺が一つキーワードになってくると思いますが。同

時に，施策 31のところを見ていただくと，２行目に東南アジアという言葉が
新潟市の施策としては珍しく入ってきたなと私は思っていたところです。東

南アジアの現状を観光客という点で考えますと，昨年の日本への観光客が大

体 1，036 万人あるのですが，そのうちのもう１割以上が東南アジアのタイ，
シンガポール，マレーシア，インドネシア，ベトナム。ここで賄われている

という現状があります。彼らの観光の一つの目玉はムスリムだというふうに

思っていまして，今までどうしても北東アジアというところ，もしくは北米

とかヨーロッパという，あとは中国とかそういうところの視点で，新潟の観

光というのを考えていた部分があるのではなかろうかと思います。オリンピ

ックまでに私は，一つ提案なのですけどできることとしては，ムスリムの人

たちを食の面からもフォローしてあげたり，観光の面からもフォローしてあ

げるということができると，今言った 114 万人ぐらいがムスリム圏から来て
いるので，その人たちが全部イスラム教徒ではもちろんないのですが，そう

いう人たちを受け入れる素地みたいなものをもし新潟で提案ができれば，多
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分全国でまだないのではないかなと思うのです。そういうもので，彼らは結

構ネットワークが強いので，１回新潟に来て，われわれのこの宗教に対して

すごく理解が深いよということを示すことができると，かなり続けて観光客

を呼び込めるという。そんなことを聞いたことがありますので，その辺も検

討をしていただきたいなということが一つです。

 それともう一つ，先ほどのＭＩＣＥの話なのですが，ＭＩＣＥということ

自体が割と一般的なキーワードに私はなっていると思うのですが，この市の

施策に入れるにあたって，このＭＩＣＥの誘致というだけではちょっと分か

りづらいかなという感じがしています。ＭＩＣＥはキーワードが四つつなが

っているので，それを全部言っていくとなるほどと思うのですが，カッコし

て何か補足みたいなキーワードを。全部入れてしまうとかなり長いとは思う

のですけど，そんなものがあると分かりいいかなと思いました。意見なので

すけど，ムスリム圏の人たちを受け入れる検討はしていただけますでしょう

かという，そういう質問でしょうか。

五十嵐部会長 小田委員の，こちらに来ていただいて，単に観光で来るのではなくて学ぶ

という部分で，新潟の特徴，資源を生かした交流も重要ではないかという意

見と，それから木山委員の，また少し違った視点ですが，受け入れ体制です

ね。体制の広がりというか，そういうことかと思いますのでよろしくお願い

します。

農林水産部長 農林水産部の部長をしております松宮でございます。先ほど委員ご指摘の

ありましたＪＩＣＡのような方々の受け入れというところでございますが，

農業技術に関しましては農業活性化研究センターを中心としてこれからしっ

かりとやっていくと。そういった中で地域の農業者，技術を持っているかた

がたとともに受け入れるというのは可能かもしれません。今後検討していき

たいとは思っております。ただ基盤整備につきましては，実は新潟市内多く

の基盤整備をしておりますが，技術的な面というと，やはり県や国というと

ころに頼っているのが実情でございます。それから土地改良区の皆さまです

ね。そういったところが担っているというところが実情かと思っております。

そういった方々にご協力を得ながら，新潟市としてもバックアップしていく

ということは可能かなと思いますので，今後の検討課題とさせていただけれ

ばと思います。

地域・魅力創造部長 木山委員の，ムスリムの対応等についてですが，ムスリム対応とい

うのは直接ここに記入することはできないのですが，112ページを開いていた
だきますと，施策の 33でさまざまな分野での戦略的な国際交流について掘り
起こすとありますが，この中で，今おっしゃったような幅広くいろんな宗教

の方。例えば民間ではハラールへの対応といったような研究を進めていると
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ころもあるように聞いておりますし，また新潟においでになったときに，で

きるだけ多くの例えばレストランやホテルでそういった食事が提供できるよ

うに，あるいは，例えば祈りの場を提供できるようにとか，そういったこと

の検討は本当に必要だと思っております。いろんなところを合わせながら対

応をこれから進めていくということは，特定の宗教とか分野にはなかなか書

けませんが，幅広くはやっていきたいと考えております。

五十嵐部会長 ＭＩＣＥのような一般の市民が聞き慣れない文言については，注釈とか何

らかの形で入れていただくといいかなと思います。

地域・魅力創造部長 分かりました。108ページの一番下のところのＭＩＣＥ，コンベンシ
ョンや文化・スポーツイベントなどと書いてありますが，さらに例えばこん

なものと。実際，先だって県知事と市長で，2016年のサミット，次はＧ８に
なるかＧ７になるか分かりませんが，こういったところの誘致に名乗りを上

げたということございますが，なかなかそれがすぐ来るとは言えませんので，

そういったものを含めた大規模なＭＩＣＥ，特に経済効果が高く，また交流

人口の増加に大きな力を発揮できるものについて，できるだけ力を尽くして

いきたい。または先ほど今井委員からお話ありましたコンベンション施設の，

あるいは展示場施設の，これからの増設といったようなものについても，な

かなかすぐには書き込めない部分があるとは思いますが，今後その実施計画

等で時期が来ましたら書いていけるように努力していきたいと思います。あ

りがとうございます。

木山委員  注釈でＭＩＣＥって何でしょうかということが分かればいいと思います。

五十嵐部会長 石田委員。

石田委員  石田です。初めて参加して，前回，前々回は申し訳ございませんでした。

それで，市の魅力の現状というところで，食の文化が新潟のイメージ，魅力

だということなのですけれど，私ずっと関西圏で育ってきていて，食やお米

というのは知っていました。逆に言うとそれがステレオタイプ的にそれしか

ないというふうに思っている部分が，実はあるのではないかなと思います。

県と，先ほどの本市の観光入込客数と，県は伸びているのに，どうやら市の

ほうは宿泊が減ったり横ばいになっているというところを併せて考えると，

やっぱり新潟市が都市であるというところの発信が弱いのではないかなと思

います。うちの大学では，他県や隣県から来ている子たちに言わせると，駅

前が大きくてびっくりしたというような意見とか。私も実際に自分が住んで

働いてきて，ひととおりのものはある。それがなぜもうちょっと外に出ない

のだろうということが一つあって。やはりそのユネスコにしても，創造都市

って都市が必ず入っているわけですので，もちろん農業というものは他にな

いところですので，もうちょっと融合させる。田園都市という言い方も最近
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はされなくなったみたいですが，キャッチコピーがあったように，もっと都

市の文化の魅力というものを発信していただければなというふうに思います。

 それに絡めてというと，ＭＩＣＥや何かで外から呼んでくるということも

もちろん大切なのですが，例えば今新潟市が関係しているイベント，例えば

新潟国際映画祭であるとか，がたふぇすとか，既に市でやっているイベント

が何かばらばらで。がたふぇすは最近ですけど，新潟国際映画祭に関して言

うと，時期は変わって人が来やすい夏になりましたが，何か小粒にずっとや

っていますというようなイベントが幾つかあるかと思います。そうしたもの

をもう１回大きなプランの中で，もう１回プロデュースというかコーディネ

ートし直すような視点が一方で必要ではないかなと。それを基盤にして柳都

にしてもそうですし，都会の魅力というものをもうちょっとやっぱり他県，

市外にアピールしていっていただいたらどうかと思います。以上です。

五十嵐部会長 どなたかこれに。事務局はよろしいですか。ではちょっと検討していただ

いて。奥寺さん。

奥寺委員  奥寺でございます。105ページ，政策⑩黒マル３つ目に多くの若者が知見を
交換し合いにぎわう創造的な場が創出されます。と記載されております。新

潟に集客するということが，ぱっと花が咲くように開かない。これだけ自然，

食，全ての文化，全ての環境を持っているところがなぜなのだろうといつも

思っております。新潟の魅力や文化というのを発信するだけでなく，もっと

よりいろいろ国際的にも多くの人を新潟に呼び込むように，相手方，呼び込

むほうの国，人。特に宗教的な，さっき木山さんのほうからもお話が出てお

りましたが，そういう宗教的なもの，文化というものをきちんと教育するこ

とが必要かと思います。市民一人一人がある程度のところまでを理解して相

手を迎え入れないとなかなか集まってこない。先ほど，情報が早く流れてい

るという重要なお話をなさったと思うのですけれど。そういうことを何かき

ちんと，どう持っていこうかという基盤があって８年後のこの交流増という

のをお考えなのか。何か具体的な策をお持ちの上でこういう表現になってい

るのか，お聞きしたいと思います。お願します。

参事（地域・魅力創造部）では１点目，石田委員のご質問で，私はまさにそうだと思いま

すし，私個人でなくて新潟市としてもそういう姿勢です。この総合計画を貫

く根底にある哲学といいますか，大都市であり，そして田園があって，そし

てまた清らかな水がある。これが新潟市の本当の意味の売りといいますか，

歴史的，自然的背景に根差した都市づくりの根底にあるものだと思っていま

す。ですから，いろいろ交流人口を高めるためにアピールするときもそこだ

と私は思っています。だからユネスコの創造都市においても，米を中心とし

た食文化というのは軸になりますが，もう一つやっぱり湊町文化といいます
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か，湊町がそれをいろいろ，食文化をまた支えてきて，創造的にまた変えて

いったというその都市性も，ユネスコではアピールしているところでござい

ます。

 もう一つ，実は新潟県と新潟市と，同じ新潟という名称を使っているので，

どうしてもここはやっぱり混同するという現象があると思うのです。私ども

は新潟市，都市，日本海側初の政令市でございますので，そういう都市とい

うことをアピールしながらも，先ほど申し上げましたような田園，そして水

辺空間があるというところは，新潟県と差別化といいますか，県ではなくて

新潟市独自の戦略を練って，いろいろ首都圏をはじめ，全国あるいは海外に

打って出ていく必要があると思います。その辺をどう記載するかというのは

またちょっと検討させていただきたいと思います。重要な視点をご質問，ご

意見をちょうだいしましてありがとうございました。

五十嵐部会長 では，いろんな相手方の文化。これ次のところにも関わってきますので，

どうでしょうか，まだご意見あるかもしれませんが，政策⑪のほうに行って，

こちら説明いただいて，またご意見とか前に戻ってもよろしいですので。

地域・魅力創造部長 今，奥寺委員のご質問は次のところで，112ページの多文化共生と絡
んできますので，政策⑪の説明の後でお願いします。

五十嵐部会長 そうですね。では，政策⑪の説明をお願いします。

観光・国際交流部長 それでは，政策⑪「世界とつながる拠点」に移らせていただきます。

素案の 109 ページをご覧ください。政策⑪「世界とつながる拠点」で，市民
の皆さんと共有する将来イメージ＜８年後の姿＞です。本市の魅力の発信は

国を超えて注目され，さらに国内外との交流が広がり，世界のさまざまな国

の人が訪れて学び，働き，共に暮らす国際色豊かなまちとして知られている

という姿です。次の３点で具体的に示しております。「多くの文化が共生する

環境づくりが進んでいます。」「世界中から多くの人が訪れ，学び，働き，暮

らしています。」「世界各地との強固な信頼関係により，さまざまな分野で戦

略的な国際交流を行っています」。

 次に，この＜８年後の姿＞を実現する上で，本市が置かれている現状と課

題です。外国人住民数，留学生数，外国人宿泊者数について記述しておりま

すが，図をご覧いただきながら説明を致します。まず 110 ページ，図⑪－１
でございます。本市の外国人住民数をご覧ください。本市の外国人住民数は，

平成 19年から 20年にかけてやや増加したものの，それ以降 4，500人前後で
ほぼ横ばいとなっています。ただし，外国との交流機会が増えていることか

ら，日本人であっても両親のどちらかが外国人である子や海外からの帰国者，

日本国籍取得者などを含む外国にルーツを持つ市民は増加傾向にあると考え

られます。次に 111 ページ，上段の図の⑪－２。本市の外国人留学生数でご
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ざいます。本市の大学，短大，専門学校に通学する外国人留学生数は，平成

20 年以降増加傾向にあります。その下になりますが図の⑪－３，本市の外国
人宿泊者数です。本市の外国人宿泊者数は，平成 20 年に約 5 万人でしたが，
平成 21年は約 3 万 5，000 人と３割減少致しました。平成 22年に増加，平
成 23年に再び減少し，平成 24年はほぼ横ばいとなっています。
 それでは 109 ページにお戻りいただきまして，現状と課題，四つ目の白丸
でございます。新潟市区外国籍市民懇談会では，外国人と地域住民との交流

の機会を増やすことや，外国人にも分かりやすい情報提供の在り方について，

さまざまな提言がありました。多様な文化的背景を持つ人々がともに理解し

合う住みやすい地域社会をつくるために，多文化共生のまちづくりを進める

必要があります。

 次の 110 ページに進みます。本市はロシア極東，中国東北地方，朝鮮半島
などの日本海対岸地域と歴史的に密接な関わりを持ち，対岸諸国の総領事館

も開設されるなど，北東アジアと強いつながりを持っています。欧米の姉妹

都市とも良好な関係を築き，交流のすそ野が広がっています。グローバル化

の進展により，国際情勢への影響を受けやすくなっている中，本市が世界に

開かれたまちとして国内外に認められるためには，引き続きさまざまな分野

での盛んな交流を通じて国際的な信頼醸成を進めていくことが重要です。日

本の貿易量はアメリカから北東アジアへと移る傾向にありますが，近年は東

南アジアとのつながりもますます重要性を帯びています。

 それでは 112 ページ，施策の説明に移ります。こうした現状と課題を踏ま
え，冒頭に説明致しました８年後の姿を実現するための施策として，施策 32，
33を記載しております。初めに施策 32，多文化共生の推進です。多様な文化
的背景を持つ人々がともに理解し合い住みやすい地域社会をつくるため，外

国にルーツを持つ市民と地域住民との交流の場づくりを進めるとともに，誰

にとっても分かりやすい情報提供や暮らしやすい環境整備を進めます。また，

より多くの外国人に留学先として本市が選ばれるよう，外国人留学生が学び

やすい生活環境の整備に大学などとともに取り組みます。

 次に施策 33，さまざまな分野での戦略的な国際交流の推進です。姉妹，友
好都市等との交流のさらなる充実を推進し，国際情勢に左右されにくい強固

な都市間の信頼関係を構築するとともに，交流の基盤となる航路・航空路の

維持・拡大に努めます。また，国際交流をより戦略的に行う観点から，北東

アジアや東南アジアを中心に世界と産業・文化・スポーツなど分野ごとに，

人・物・情報の効果的な交流を進めます。以上，政策⑪「世界とつながる拠

点」の説明でございました。

五十嵐部会長 ありがとうございました。先ほどの奥寺委員のご意見，これまでの意見も
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かなり政策⑪に関わる内容もあったかと思いますので，今の段階で何かあり

ますでしょうか。

観光・国際交流部長 多文化共生の推進で申し上げましたように，新潟市民がやはり海外

の方々を受け入れて，お互いに理解し合いながら住みやすい環境を作ってい

くということは本当に重要なことでございます。新潟市民が外国人の皆さん

に住みやすいまちだということをアピールできるためには，ソフト，ハード

の面からも整備が必要だというふうに考えております。

五十嵐部会長 ご意見，ご質問ございましたらお願い致します。

木山委員  現況と課題に，地域的なデータを記載していますが，８年後にこの数値を

どれぐらいにしたいとかという，具体的な目標設定はするのでしょうか。

五十嵐部会長 どうでしょうか。

観光・国際交流部長 数値の設定は今のところ想定しておりません。

木山委員  具体的施策のところで具体的な数字とか数値目標が出てくるとは思うので

すが，ここに課題を記載しているので，取り組みますとかだけではなく，必

ず増加させたいのだという意思表示をもう少し明確にどこかに入れてもらい

たいなというのがお願いです。以上です。

五十嵐部会長 全体に関わってくることかと。

地域・魅力創造部長 おっしゃることはもっともだと思います。今，部会長からも全体に

関わるとおっしゃっていただきましたが，この基本構想，基本計画の段階で

数値をお示しするのは，非常に難しいものが全体的に多いということも前提

としてございますし，今後この基本構想，基本計画に基づいて実施計画等を

作っていきますので，その中でこの方針にのっとって数値目標はできるだけ

定めるようにしていきたいと思いますので，その段階でまたぜひご意見頂け

ればと思います。

木山委員  ここの段階で数値目標というのは，前々回で十分理解していますので分か

りますが，取り組みますという，それに対してのコミットメントではなくて，

結果としてよくなるのですとか拡大するのですといった表現というのは盛り

込めないのでしょうかという，そういう質問です。

地域・魅力創造部長 分かりました。進めるものについては当然進めます。あるいは増加

を図りますといったような表現ができるものについては，そういった形で少

し修正を検討してみたいと思います。

木山委員  よろしくお願いします。

五十嵐部会長 他にいかがでございましょう。小田委員。

小田委員  最も基本的なことなのでありますが，ここに書かれてある表現，施策 32の
多文化共生の推進であるとか，さまざまな分野での戦略的な国際交流の推進，

これ大変結構です。それから，現状と課題のところの中で，新潟市区外国籍
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市民懇談会での意見が記載されてありますが，７年前，市が提出を致しまし

た市民基本条例の中に，外国人との関わり，外国籍の人たちに対する市民権

の取り扱いについて，けんけんがくがくの議論がなされました。そして幾つ

かの修正と撤回を経て，現在の条例が制定したかと思っております。あの条

例の文言，それから議論された内容と，ここで推し進めようとして書かれて

いる内容と，基本的な面で少しミスマッチな点がありはしないかと思ってお

ります。大勢の外国人が自由に，しかも異文化を堂々と新潟で披歴しながら，

新潟の市民と一緒に生活をし，新たな社会を構築していくためには，もう少

し市民としての同じレベルのものを市全体できちんと整えていってこそ，初

めてこの二つの施策がきちんとしたものになると思っております。その辺の

ところについて，幹部の皆さん方のご意見，議論がどのようにされたのか。

それから議会の皆さんがたが，そのあたりについては一切書かれてはおりま

せん。その辺のところをどう私どもが理解をし，ともに異文化を堂々と披歴

しながら生きる世界を作っていくのかという。そのプロセスを少し理解させ

ていただきたいと思います。

観光・国際交流部長 おっしゃるとおりその折には非常にいろんな議論があったというふ

うに承知しておりますが，外国籍の住民の方々がいらっしゃるということは

事実でございますし，同じ新潟に住む，同じ住民としての立場は変わらない

わけでございますので，そういった方々が，委員がおっしゃるようにそれぞ

れの国の文化を大事にしながらも，私たちがその多文化を認めながら共生す

るという意味では，ここに記述されていることに不都合があるというふうに

は感じられないのですが，いかがでございましょうか。

小田委員  大変難しい問題ですし，表現も難しいかと思いますが。皆さん方の内部の

中の検討の過程で，そういうことには触れた形跡がございましょうか。

五十嵐部会長 条例との関係ですか。

小田委員  特にそれにこだわる必要はないですが，そのレベルで表現されているもの

が厳然としてあるにもかかわらず，もしそこから８年後さらに伸びていこう

とするときに，何か障害が出ないかという危惧を私は持っているのです。議

会での決定ですし，これは多数決で採決されたことですから，これはこれで

認めるわけですが。そのままの形で今後の国際交流なり異文化交流が進んで

いくべきものなのかどうかという，私の一つの疑問なのです。

観光・国際交流部長 そうした議論がまた市民の皆さんの間からわき上がってくることが，

例えばその条例の見直しだったり，議会での議論にかかるということは，可

能性としてあるかもしれませんが，現時点ではこうした記述でということで

ございます。

五十嵐部会長 よろしいでしょうか。では真木委員。
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真木委員  施策 32と 33についてです。まず施策 32，多文化共生の推進ということで，
より多くの外国人に留学先として新潟市が選ばれるように住みやすい生活環

境と記載されていますが，外国人の方々，留学生の方々からの要望など，い

ろいろ把握されているようであれば，どんなことを彼らが望んでいるのかと，

今ある課題というのは一体どういうことがあるのかについてお聞かせいただ

きたいと思います。それから，ナント市と本市は姉妹都市ですが，フランス

人の方々は特に日本のものが大好きなので，新潟に住んでいる，あるいは住

んだことのある留学生ですとか，新潟に住んでいるフランス人のかたがたで

漫画とかに興味があって翻訳をしたいという方が居たら，新潟の漫画を翻訳

してフランスで出版して，フランス発の新潟というのも面白いのではないか

なと思っていたりします。

五十嵐部会長 後半はかなり具体的なので実施の段階で考えてもらえればと思いますが，

前半の外国人の人が新潟に対して，どんな感想とか要望とか持っているか，

そういう調査というものはあるのでしょうか。

観光・国際交流部長 手元にないのですが，前に少し聞いたことは，外国人留学生ご本人

よりも，一緒に来た家族が非常に困る場合があると。例えば，ご本人は日本

語ができたりするのですが，一緒に来られた奥さまが日本語ができないとい

う問題や子どもの教育の問題とか，そういった意味で，家族全体できちんと

生活ができるというシーンが必要なのかなと考えております。

五十嵐部会長 要望とか調査したようなものはないのですね。

観光・国際交流部長 そうですね。特に調査したということはございません。

五十嵐部会長 新大でもないようですね。

真木委員  要望とかそういう聞く機関があったら，先ほど木山委員が言っていらっし

ゃった，どの自治体よりも意見を聞く新潟市というのが，海外から来た人た

ちにとって，すごく魅力的に映るので，まずはニーズを把握してということ

で，もしあったらと思ったのですけれども。やはり一緒に来る方というのは

言葉ができないですので，そういう方々の意見を聞く場所というのがあるの

も，一つの施策になるのではないかなと思いました。

五十嵐部会長 ありがとうございました。今回の資料に入れられませんが，そういったニ

ーズを把握しながら進めていくべきなのかなと思います。他にいかがでござ

いましょうか。真島委員。

真島委員  政策⑩との関連もありますが，このたび新潟県が，新潟港将来構想という

のを示されたと思います。その構想の中で，アジア太平洋地区でクルーズ市

場が急成長して，日本へのクルーズ船の寄港が増加していると。そういうこ

とから交流人口の拡大や地域経済の発展に向けて，クルーズ船の振興を積極

的に取り組むというふうにうたわれていました。交流人口と，あるいは地域
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経済の発展ということは，新潟県と共通する部分があると思いますので，こ

れらについて県との協議と連携について，やはり進めていくべきではないか

と考えられるわけであります。この構想の中に文言として入れるかどうか分

かりませんが，それぞれではなくて共通する部分についてはやはり県と歩調

を合わせていくという，その連携が大事ではないかと思っております。

五十嵐部会長 ありがとうございました。今のお話は先ほどの施策 31 のところの意見で，
広域連携というのは具体的にどこかというところに関わってくるかと思いま

す。例えばどこと連携をするのか，コミュニティーを進めていくのか，そう

いったところを文言として入れられるか入れられないかというところを検討

していただければいいかなと思っております。いいでしょうか。木山委員。

木山委員  政策⑪世界とつながる拠点の施策についてです。現状と課題に「日本の貿

易量はアメリカから北東アジアへと移る傾向にありますが，近年は東南アジ

アとのつながりもますます重要性を帯びています」と記載されています。そ

ういう中でいくと，ビジネス的な施策という部分がちょっと薄いのかなとい

う感じがしています。これは産業・文化・スポーツというところ，もしくは

その航路・航空路の維持・拡大に努めますというところに網羅されていると

は思いますが，そこに例えば新潟の先ほどアイデンティティではないですが，

こういったものを使って戦略的に進めていきますとかという表現が，もう一

つぐらい一ひねりあってもいいのかなという感じがしていますが，いかがで

しょうか。

五十嵐部会長 どうでしょうか。

観光・国際交流部長 産業でひとくくりに致しましたが，いろんなビジネス面での交流も

もちろん入ってございますし，輸出の拡大とかいろんな課題はあるかと思い

ますので，ご意見については参考にさせていただきたいと思います。

五十嵐部会長 ありがとうございました。他にいかがでしょうか。山崎委員。

山崎委員  世界とつながる拠点について，世界中から多くの人が訪れ，学び，働き，

暮らしていますと記載されていますが，本市の外国人住民者数を見ると約 4，
500人前後でほとんど横ばいということです。当然，産業政策とかいろんな問
題もあるかと思いますが，８年後を目指して，この横ばい状態を飛躍的に伸

ばしていきたいという意欲を持って言っておられるのかについてお尋ねしま

す。

五十嵐部会長 先ほどと関連がありますので。

観光・国際交流部長 実際何人を目標にという，右肩上がりのような目標値はございませ

んが，新潟が誰にでも住みやすいまちということで，この数字が伸びていく

ようにと思っておりますが，その辺の目標数値等についてはここでは記述は

なかなか難しいかなと思っております。
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山崎委員  私は北区に住んでいますので，新潟東港の絡みですが，かつて中古車でさ

まざまなトラブルがあったことを覚えています。外国人が来るということは

いろんな意味で行政としての対応が必要になってくると思います。私もかつ

て住民としていろんな問題を見てきましたが，日本人と外国人の価値観が違

うのです。そういうことも含めて，世界とつながる拠点ということであれば，

やはりそういうことに対応した，いろんな交流の拠点を作るとか，具体的な

施策というのが必要だと思います。もう少しこの辺，ただ，人々が訪れ働き，

学び，暮らしていますだけでいいのかなという気がします。新潟市民と外国

人の方との協調性とかいろんな交流の場とか，その辺を含めた文言が必要で

はないかなという気がいたします。これは私の意見です。

五十嵐部会長 ありがとうございます。基本計画にどこまで書くかというのと，具体的な

実施計画のところに関わってくるかなというようなご意見，そんなふうに思

うのですが，どうでしょうか。

観光・国際交流部長 基本的にはその交流の場づくりを進めるという，今文言だけになっ

ていますが，より具体的な項目に関してはこの先，おっしゃるように実施計

画等で具体的に書き込んでいければと思っております。

五十嵐部会長 ありがとうございました。はい。真木委員。

真木委員  政策⑩に戻っていただいて，施策 29から施策 31，食と花の魅力の創造とい
うことで，新潟市は本当に宝箱みたいに魅力がたくさんあるので，本当にい

ろんな間口が広いというお話もありましたし，さまざまな角度から魅力の創

造ができるかと思うのですけれど。食と花の魅力ということで，私，2011 年
に食育花育センターができてから花育マスターになり，お花の中にハーブ，

アロマが入るということで，新潟市のほうから呼ばれて年に４回から５回ほ

ど，市民の皆さんにアロマテラピーを体験していただくコーナーを設けてい

ます。イベントをすると多いときには１日で 200人，少ないときでも 100人
前後の方が訪れまして，さまざまなアロマグッズを作られてリピーターもい

らっしゃいます。２月の 25日のテレビ番組だったのですけれども，認知症に
アロマテラピーの香り，特にローズマリーが記憶力を回復するという放送が

されてから，ある精油の輸入会社の社長に聞いたのですけれども，３年分の

備蓄されていたローズマリーが１カ月でなくなってしまったということがあ

ったのです。

 新潟市は食育と花育を魅力の向上の一つとして掲げていますので，花の中

に一つハーブとかアロマというのを明確に記述していただいて，これも具体

的な話になってしまうのですが，20 年ほど前から希望する自治体が持ち回り
で年に１回全国ハーブサミットというのを，北海道で開いたりさまざまなと

ころ，沖縄で開いたり大分で開いたり。大分の場合は温泉資源を活用して，
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温泉と癒しと香りということで集客をしています。なので，ＭＩＣＥの誘致

ということで，花育，食育の魅力をもっと具体的に，一般の市民の方が。例

えばハーブの料理というのは新潟市の豊富な材料でさまざまな味付けができ

ますので，食べたり香りをかいで健康になるという。健康ブームですので，

全国ハーブサミットへの参加ができたら，交流人口も少しは増えるのではな

いかな。食と花の魅力の向上にもつながるのではないかなというふうに考え

ております。その際に，産・学・官・民で連携を行って，なるべく多くのか

たがたに外から来ていただくという仕掛けが必要になってくるので，全体的

なこの政策⑩のところに関わってくるのではないかということで，最後なん

ですが，お疲れのところ恐縮ですが発言させていただきました。ありがとう

ございました。

五十嵐部会長 ありがとうございました。食と花のところに関しては文化というキーワー

ドでつながっていますけど，今お話しした健康というところも結構一つのキ

ーワードかなと思って，他にそういう健康に関わる魅力発信という文言がな

ければ，この中にうまく入れ込めたらいいかなと，今聞いていて思いました

ので，後でまた検討していただけたらと思います。

 ではよろしいでしょうか。では政策の⑩と⑪を終わりまして，最後に基本

構想です。基本構想について事務局から説明いただいて，最後にご意見をい

ただけたらと思っております。よろしくお願い致します。政策⑪の図の説明

を忘れていましたね。議論のほうが先で。簡単に説明をお願いします。

事務局    新潟市の魅力というものが国を越えて注目されて世界各地とつながってい

る様子。あとは外国人の旅行者，留学生，ビジネスマンなどの方々が多様な

場面において交流を進めていると。まさに世界とつながる拠点となっている

ような場面をイメージした様子でございます。以上でございます。

地域・魅力創造部長 それでは基本構想の部分についてご説明をさせていただきます。お

手持ちの素案５ページから８ページが基本構想になります。まず５ページを

ご覧ください。本市は平成 17 年の広域合併，平成 19 年の本州日本海側初の
政令指定都市移行から，８つの区それぞれの地域の歴史を踏まえ，ともに支

え合い，ともに学び合って，ともに育つことを大きな理念としながら，拠点

化と個性化を軸としたまちづくりを進め，政令指定都市としての土台を築き

上げてまいりました。これまで各部会の初回において市長がお話をさせてい

ただきましたとおり，大合併，政令指定都市への移行後のまちづくりの理念

を，市民の皆さまにお示しした合併マニフェストというものを作ったのです

が，この合併マニフェストにおける基本的な方向性である，地域，大地，世

界という三つの要素を踏まえて，まちづくりの理念や都市像を描いておりま

す。６ページになりますが，そのまちづくりの理念を記載させていただいて
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おります。政令指定都市としての内実を高め，成熟していくまちづくりの第

２ステージを迎えて，一つ目，地域，田園，自然の力を生かし，健康で安心

に暮らせるまちづくり。二つ目として，日本海開港都市の拠点性を生かし，

創造的に発展を続けるまちづくりという，この二つを理念として掲げており

ます。

 一つめくっていただきまして７から８ページをご覧ください。本市が目指

す８年後の都市像を描いております。記載の三つの都市像につきましては，

各部会においてこれまで都市像ごとにご審議をいただいておりまして，それ

ぞれの政策ごとに＜８年後の姿＞を設定しておりました。この７から８ペー

ジでは，基本的に政策ごとの＜８年後の姿＞をまとめる形で構成をしており

ます。例えば，今ほどご審議いただきました素案の 109 ページ，をご覧いた
だきますと，上段に政策⑪の＜８年後の姿＞が記載されております。政策①

から⑪まで，各政策の＜８年後の姿＞を政策ごとにまとめましたものが，７

から８ページの目指す都市像となっております。

 それでは７ページでございます。都市像の１，市民と地域が学び高め合う

安心協働都市です。高齢者をはじめとして，誰もが安全で快適に暮らせる地

域づくりや，子どもを安心して産み育てられるまちの形成。学・社・民の融

合による教育の推進などに取り組むことで，一人一人のきずなで結ばれた地

域力により，ずっと続く安心，安全な暮らしが実現するという姿を描いてお

ります。次のページ，都市像の２でございます。田園と都市が織りなす環境

健康都市では，自然，田園などが都市と隣接する特徴を活かし，食と農によ

る地域づくりや，本市の特徴を活かした，誰もがそれぞれにふさわしい働き

方をすることにより，自己実現ができる環境づくりなどにより，田園，大地

の持つ力が徹底的に活用され，暮らしの活力が生み出されている様子を描い

ております。中ほどから下になりますが，都市像の３，日本海拠点の活力を

世界とつなぐ創造交流都市です。農業や食をはじめとする，個性と拠点性を

活かした魅力的な産業の育成や，太平洋側に偏った機能の日本海側への移転。

食と花や自然，文化やスポーツなどの魅力を活かした交流促進，さらに国際

交流の創造，実践などにあって，本市がさまざまな交流の拠点となって発展

を続けている都市の姿を描いております。これまで各部会においてご審議を

いただきまして，各政策や施策に関して大きな方向性について異論をいただ

いておりません。この７から８ページに記載しております各都市像について

は，基本的にそれぞれの部会でこれまでの議論を踏まえてご審議いただくこ

ととしております。本部会では都市像３が担当となるわけですが，基本構想

全体を通してご意見がございましたらお願いしたいと思います。よろしくお

願いします。
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五十嵐部会長 今の基本構想に関して，ご意見ございますでしょうか。小田委員。

小田委員  質問です。都市像１のところでありますが，学・社・民の融合による教育

の推進とともにという，スタートのところでありますが，合併以前の市町村

の中で，この表現は合併時点までではほとんどの市町村が使われなくなって

おります。新潟市だけが依然，学・社・民という表現をずっと継続して使っ

ています。そのきっかけになったのが文部科学省で，生涯学習局というのが

設立されて，学習の基本体系，ものの考え方ががらりと変わった歴史経過が

ございます。それを受けての課題要素が大きかったのではありますが，ほと

んどの市町村では学・社・民という，学校教育に特化したような表現として

受け取られる字句の配列はされなくなりました。全ての新潟市の現在の文書

は，この学・社・民という表現でスタートされております。後段に，先ほど

の審議の中に出てまいりました。特に大学および高等教育機関を対象にした

ものについては，これは全国的にも産・学・官で，これで使われております

が，この学・社・民という表現にこだわるゆえんは，私ども少し理解できな

いところがございます。恐らく豊岡委員もこれを少しお感じになっている点

もあろうかと思いますが。学校教育も全てが長い人生における学びの一機関

でありますし，そういう生涯にわたる教育の推進をさまざまなエネルギーを

集め合うことによって推進し，学力，生きる力を強めていくというのが，本

来書くべきスタイルだと思うのであります。学校と社会教育と民間のエネル

ギーうんぬんというようなこの配列，どうも私だけは異常に感じているのか，

少しこの辺の感覚をお聞かせ願えればと思います。

地域・魅力創造部長 これについてはよくご存じのように，かなりの議論を経てずっと使

っている言葉でございます。また総合計画はもちろん，これと一緒に作って

おります新潟市の教育ビジョンの中でも前面に出して使わせていただいてい

る言葉で，私がこれからその意味をご説明というよりも，もう十分にご存じ

かと思いますが，学校教育だけではなく生涯学習ともおっしゃいましたが，

これらも一体化した中で子どもたちをはぐくみ，また高齢になるまで学び続

ける，そういった姿と，そしてそこに社会教育，民間の力，地域一緒になっ

て人間形成に努めるというようなことですので。

小田委員  この表現ですと，学校教育を支えるスタイルなのです。教育は学校だけで

はもちろんないわけです。81万人の市民は 80年間ずっと学び続ける，お互い
が助け合う。それで新しい人生が展開できますし，新しい芽が見えてくるわ

けですよね。これですとあくまでも学校，しかも義務教育課程がどうしても

ターゲットになっているかと思うのです。もっと大きな教育の視点の中での

表現で進化すべきだろうと，私自身は常に思っているのでありますが，依然

新潟市はこの表現ですべての文書が規範されますので，今意見を申し上げた
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次第でございます。

地域・魅力創造部長 これについてはご意見承りましたということになるかと思いますが。

私どもは都市像として，そういったお考えもあろうかと思いますので，市民

と地域が学び高め合うということで，一生を通じた学びという中のくくりで

入れさせていただいたとご理解いただけたらなと思うのですが。

五十嵐部会長 これは第１部会ですね。

小田委員  そうですね。恐らくそこでの議論になりますけど。

五十嵐部会長 なりますよね。義務教育というふうにすぐ思われる人と，全然思われなく

てこれを読み取る人とあると思うのです。その辺りまた検討していただいて

と思います。他にいかがでございましょうか。よろしいでしょうか。

地域・魅力創造部長 この分野につきましては，他の部会で，若干文言がおかしいよとい

うような指摘も出ておりますので，後で修正したものをお知らせすることに

なるかと思います。

五十嵐部会長 都市像３の 1行目の文言，「農業や食を～魅力的な産業が生まれ」の記載に
ついて，どうも読んでいると農業と食に関わる魅力的な産業というふうな記

載になってしまい，何となく航空機産業などの違う産業のことがイメージで

きないような記述になっていると思います。もう少し食以外の産業について

も，この文章から読み取れるように，何か具体的な例を挙げていいのか，そ

の辺り分かりませんので，検討をお願いします。

地域・魅力創造部長 確かにおっしゃるとおり，農業，食の後に魅力的な産業というのが

続いているようにも受け取れますので，ここについては文章を工夫させてい

ただいて，今おっしゃった航空機産業だけでなくて，さまざまな産業ですと

か多様なとか，幅広く読めるように文章にしたいと思います。ありがとうご

ざいます。

山崎委員  都市像３に太平洋側に偏っている機能の日本海側への移転と記載されてい

ますが，具体的にはどういう機能が日本海側へ移転するということですか。

地域・魅力創造部長 これは例えばということでお知らせしますが，次に大規模災害に対

する国土の安全性というような表現がありますが，これに掛かる部分として

は，例えば石油の精製，備蓄基地といったものが日本海側にはほとんどない。

太平洋ベルト地帯から近畿中国といったところにずらりと並んでいるわけで

す。これは万一，首都直下地震ですとか南海トラフといったような大災害が

起きたときには，日本のエネルギーというのは壊滅的な状態に陥るだろう想

定されますので，日本海側への移転も進めていただくことで均衡も取れます

し，新潟での産業，あるいは雇用の創出といったようなものも含めて，平時

から活力が増し，また災害にも備えられるといった大きな方向性として考え

ているところもあります。当然ですがそれだけではなく，航空機産業等も含
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めた新たな産業についても日本海側にバランスよく配置されるといいのかな

といったところも含め，広く考えているものでございます。

五十嵐部会長 ではよろしいでしょうか。政策⑩，⑪について，皆さまからご意見いただ

いたもので，そのまま修正のほうに行けるものとなかなかここでは表現しに

くいというのもあるかと思いますので，また事務局で検討していただいて，

次回，確認させていただきたいと思います。長時間どうもありがとうござい

ました。事務局に進行をお返しします。

地域・魅力創造部長 すみません，一つだけ，105 ページをお開きいただきたいのですが。
ここで８年後の姿の三つめの黒丸に，多くの若者が知見を交換し合いにぎわ

う創造的な場と記載していますが，これについて，本当にここに記載すべき

かということを，今ここで話していました。お手数ですが 87ページをご覧く
ださい。一番上の黒丸で，まちに若者が集い学べる創造的な場と記載してい

ます。ここで重複するようなことがございますし，また今の，多くの若者が

知見を交換し合いというのは，もしかすると次の世界とつながるといったと

ころに来るかもしれません。この辺を少し事務方で調整をさせていただこう

かなと思っています。訂正としましたら後でお知らせいたします。申し訳あ

りません。

事務局    本日は長時間にわたりご審議いただきまして，誠にありがとうございまし

た。次回の審議会でございますが，９月４日の木曜日，午後１時 30 分から，
会場はこの市役所本館，５階の全員協議会室というところになります。エレ

ベーター下りてすぐ正面の部屋となります。これまでの部会でご審議いただ

きましたご意見の集約ということになりますので，どうぞよろしくお願いし

ます。こちらにつきましては，あらためまして文書でお知らせをしたいと思

います。ご連絡は以上になります。本日はどうもありがとうございました。


